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論文内容の要旨

〔目的〕

コクジウム原虫 Eimeria acervulina は鶏の腸管組織内に寄生し，慢性的な症状をひきおこすもので

ある。近年その検出頻度が極めて高く しかも薬剤耐性を獲得して 養鶏産業にとって一大脅威とな

ってきた O その病原性に関しては多数の研究報告があるが，その多くは断片的であり，系統的な検討

に欠けるため十分な資料を提供し得ないと考えられる。また，近年人獣共通伝染病の一つで、あるトキ

ソプラズマ病病原体が Eimeria と近縁のものであることが明らかにされると，病原原虫としての Ei­

meria に対する関心が高まってきた。

本研究は宿主・寄生体関係の立場にたって E. acervulina 感染の宿主に与える全身的な影響と腸管組

織の形態と機能に与える影響とを検討することを目的とする。

〔方法ならびに成績〕

(1)実験材料

実験動物は白色レグホン種系の鶏， 1 ~ 2 週令，体重 40~80g のものを用いた。病原体は Eimeria

acervulina および混合感染実験のために E. tenella，いずれも胞子包蔵オオシストを用いた。

(2) 感染様式と病原性

E. acervulina 単一種の 1 回感染では病原性は強くないが，その反覆的乃至連続的な感染では，宿

主の増体重抑制の影響は強く現われた。その程度は 1 回感染，反覆感染，連続感染問の差異のほか

に，初期の或る期間(発病まで)に感染したオオシストの総数によって支配される傾向が強かった。

また， E. acervulina とE. tenella を混合感染すると，後者によって特徴的に現われる出血症状を増
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強し，死亡率を高めるとともに，前者によって特徴的に現われる増体重抑制の影響は強く現われる

など相乗的な影響が認められた。

(3) 血紫生化学的成分の変化

感染後の各時期に血柴生化学的成分を autoanalyzer で測定した。感染 5 日に臨床症状が強く現われ

るが，この時期に総蛋白，アルブミン，全コレステロール， トリグリセライドおよび燐脂質が有意

に低下し，蛋白質および脂質代謝への影響が示唆された。これらの変化は感染10日後には臨床症状

の回復とともに正常に復した。

(4) 揚管組織の形態学的変化

原虫の生活環の進行に伴う腸管組織の変化を光学的ならびに電子顕微鏡的に検討した。E. acerｭ

vulina は十二指腸から小腸中部にかけて寄生し，組織学的位置は繊毛上皮細胞内に限られた。電子顕

微鏡観察では，シゾゴニーおよびガメートゴニー初期には周囲の宿主組織に著しい変化は認められ

なかったが，感染 5 日後でガメートサイトが成熟してオオシストを形成する時期には周囲の宿主組

織に著しい破壊像が認められた。

(5) 揚管機能に及ぼす影響

感染後の各時期に腸管各部位を摘出し， Magnus 法によってアセチルコリンに対する収縮反応性を

検討した。感染 5 日後の小腸上部の反応性は著しく充進し，腸管組織からの粘液分泌の充進と並行

した反応性を示した。小腸下部・盲腸・直腸では変化なく，原虫寄生との関連性が認められた。

腸管の薬物吸収能の変化をしらべるため 感染各時期に経口時に負荷した Sulfa 剤の血中濃度を

測定した。感染 5 日後に有意な低値を示したが，感染10 日後には正常に回復した。

〔総括〕

コクシジウム原虫 E. acervulina は感染の仕方によっては，文献に報告されている以上に強い病原性

性を現わすことが明らかにされた。とくに， E. tenella との混合感染では両者の影響が相乗的に現われ

ることが認められた。体重増加抑制の影響は長期的につづき，飼料の利用率は低下し，慢性病として

の性格を明確に示した。

感染 5 日後の臨床症状の最も強い時期に，血紫生化学的成分の低下，腸管組織の形態的損傷，腸管

の運動能および吸収能の低下が認められた。これらの変化は感染10日後までに正常に回復した。

したがって，これらの変化は本原虫病病原性の慢性的性格を解析するうえで，十分な根拠を与える

ものではなかった。さらに宿主の栄養代謝の面における研究の必要性を示唆するものである。

論文の審査結果の要旨

コクシジウム原虫 Eimeria acervulina の病原性について，全身的な影響と腸管の形態と機能に与える

影響との二面から検討した。

本原虫の病原性は弱いとされてきたが，感染の仕方によっては宿主に対して強い影響を与え，とく
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に成長の抑制が著しく， しかも慢性的であることが証明された。また，症状の経過に伴う血液成分の

変化および腸管の形態と機能に与える影響は症状に応じて著しく変化することを認めた。

一方，野外において， E. tenella との混合感染がコクシジウム陽性例の33%を占めることから，実験

的に検討を加えたところE. tenella による致死作用を相乗的に増強することを認めた。

以上， E. acervulina の病原性について詳細な検討を加え， 2 , 3 の新知見を明らかにし得たことは，

コクシジウム症の疫学を考えるうえで大きな意義をもつものである。
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